






















































2013年 4 月 -現在 同志社大学 グローバル地域文化学部准教授
























第 1 次選考は、2 回に亘る（2 月 7 日、3 月 6 日）学内選考委員会によって行われ、第 1 次
選考基準に沿って候補作として次の単著 2 点を選んだ（発行月順）。
石井香江 『電話交換手はなぜ「女の仕事」になったのか―技術とジェンダーの日独比較 
社会史―』　　　　　　　　　　　　　 （ミネルヴァ書房　2018年 5 月）
伊藤セツ 『山川菊栄研究―過去を読み 未来を拓く―』 （ドメス出版　2018年11月）











































































































































第 2 回　 斎藤悦子『CSRとヒューマン・ライツ：ジェンダー、ワーク・ライフ・バランス、
障害者雇用の企業文化的考察』白桃書房
第 3 回　 吉田仁美『高等教育における聴覚障害者の自立支援：ユニバーサル・インクルー
シブデザインの可能性』ミネルヴァ書房
第 4 回　該当なし
第 5 回　 今井美樹『近代日本の民間の調理教育とジェンダー』ドメス出版 
渡邉祐子『長期勤続女性の活用に関する心理学的研究：女性のリーダーシップ、
マネジメント・スキルからのアプローチ』いなほ書房
第 6 回　 吉原令子『アメリカの第二波フェミニズム：一九六〇年代から現在まで』 
ドメス出版
第 7 回　 中山節子『時間貧困からの脱却にむけたタイムユースリテラシー教育： 
ESCAP地域の人間開発新戦略』大空社
第 8 回　該当なし









受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研
究。2018年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単
行本に限る。
応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
応募受付期間　2018年12月 1 日から2019年 1 月31日
応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
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第 11 回（2018 年）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
応募用紙を利用。
選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表　2019年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
贈 呈 式　2019年 5 月28日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
副賞件数 /副賞　1 件 /10万円
受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研
究。2018年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単
行本・論文（博士論文を含む）に限る。
応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
応募受付期間　2018年12月 1 日から2019年 1 月31日
応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表　2019年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
贈 呈 式　2019年 5 月28日
　＊ 昭和女子大学女性文化特別賞は応募作全体から選考委員会が必要に応じて贈賞を検討するためこ
の賞単独での募集はしていない。
８．選考委員
選考委員長
学校法人昭和女子大学理事長・総長・女性文化研究所所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂東眞理子（大学院生活機構研究科教授）
学内選考委員（研究賞・研究奨励賞）
昭和女子大学学長　　　　　　　　　　　金子　朝子（大学院文学研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所副所長　　　掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　志摩　園子（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　伊藤　　純（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　粕谷美佐子（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
内閣府男女共同参画局長　　　　　　　　池永　肇恵
元東京大学教授　　　　　　　　　　　　大沢　真理
